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地方発のAX成長戦略に係る

知事有志との意見交換会

令和８年５月15日

長野県

資料３－２
（長野県知事説明資料）



【中小企業】AI外観検査による製造現場のAX実装
(㈱電算×長野テクトロン㈱)

  製造現場の目視検査工程に、県内IT企業が
    開発したAI外観検査システムを導入した事例

  良品・不良品画像を学習したAIを現場に実装し、
   ノーコードで運用可能

          製造業の検査工程を高度化し、横展開可能な
        AXモデルとして地域産業全体の生産性向上に寄与

【公共交通】AI活用オンデマンドバス「のるーと塩尻」の運行
（塩尻市）

  アプリ予約とAIにより、乗り合い・道路状況を
  踏まえた最適ルートを生成

  路線・時刻表に依存しない運行で、高齢者や
  交通弱者の移動を確保

運行効率化と人手不足対策を同時に実現し、
地域交通の持続性を向上

長野県産業におけるAＩの社会実装の事例 ～ＡX時代に向けた萌芽～
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長野県内での取組例

• 人手不足に加え、中山間地など地域特有の課題を起点として、公共交通、製造業、農林業、医療・介護など
の分野でAIの社会実装が始まっているが、道半ばの状況にある

• AIの積極活用を促した上で、今後、実装・研究・人材育成が地域内で展開するAXモデルの構築を目指す

人材基盤】地域産業のAXに向けた人材育成
（エプソン情報科学専門学校）

  IT・AI・制御・ものづくりを横断した、地域産業の
   現場に直結する実践型人材育成

  地元企業と連携し、AXを担う人材を地域で
育成・定着させる教育モデル

AX実装を担う人材を継続的に供給し、
地域産業の競争力強化に貢献

目指す

効果等

エプソン情報科学専門学校
地域産業のAXに向けた人材育成の取組【具体例つき】
① 現場を前提にしたAX人材育成（具体例）
制御・組込み・ITを組み合わせた教育
→ センサー、制御プログラム、データ処理を一体で学び、
製造設備や業務フローを理解したうえでデジタル化を考えられる人材を育成
製造業を想定した実習・課題設定

→ 工場設備や生産工程を想定し、
「どこを自動化・省力化できるか」を考える現場起点の課題解決型学習
地元企業との接点を意識した教育

→ 卒業後は県内製造業やIT企業に就職し、
現場改善・DX推進の担い手として即戦力化

② 地域産業のAXという観点での優れた点（具体像）
「AIを導入できる人」ではなく「AIを現場で回せる人」を育成
→ ベンダー任せにせず、現場側で使い続けられる人材層を形成
分野横断でAXを広げられる人材

→ 製造、設備、ITの知識を横断しているため、
1社・1工程に閉じないAXの横展開が可能
地域に人材が残る構造

→ 首都圏流出ではなく、地域産業の中でAXを回し続ける人材の循環が生まれている

③ 製造業AI事例（電算）との「つながり」が見えるポイント
電算のような県内IT企業が開発したAIを、製造現場で理解し、使いこなせる人材を供給
「技術を作る側」と「使う側」を地域内で橋渡しできる存在

【医療】地方病院におけるAI活用と医療現場のAX
(長野市民病院)

生成AIを活用し、診療文書作成や情報整理
などの院内業務を支援

  医師・看護師・事務職員が利用できる形で、
病院全体にAIを本格運用

          医療従事者の業務負担を軽減し、
人手不足が進む地域医療の持続性向上に貢献

効果等

【介護】対話型AIによる介護現場のコミュニケーション支援
(㈱ソーシャル・ネットワーク)

介護施設に対話型AIを導入し、利用者との
日常的な会話やコミュニケーションを支援

介護職員の業務を代替するのではなく、
見守り・声かけを補完する形で活用

            介護現場の負担軽減とQOL向上を両立し、
介護分野の持続性向上に貢献

効果等

目指す

効果等

目指す

効果等

【研究開発】中山間地に適応可能な果樹用収穫ロボットの開発
（株イーエムアイ・ラボ×公立諏訪東京理科大×AI活用/IoTﾃﾞﾊﾞｲｽ事業化・開発ｾﾝﾀｰ）

中山間地域の多い長野県の特性を
    踏まえ、社会実装を見据えた果樹収穫
    の自動化研究事例

傾斜地対応の機構・制御と画像認識・
    AIによる果実の識別

        農業の人手不足・高齢化への対応と、
            地域農業の持続性向上に貢献

目指す

効果等

◆AI活用/IoTデバイス事業化・開発センター(通称:DXラボ) 

※H29地方創生拠点整備交付金活用

 長野県工業技術総合ｾﾝﾀｰ内に設置(R1)。
 AI・IoTの現場導入にとどめず、試作・実証
 から事業化まで一貫支援。
 専門人材の伴走により、中小企業のAX実装
と新事業創出を後押ししている



AXの推進に向けた庁内体制
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本部長 知事

本部長代理 関副知事、
 新田副知事（CDO）

副本部長  企画振興部長、
 デジタル化推進担当参事（CDO代理）

本部員 部局長等、教育長、警察本部長

DX推進本部

AXアドバイザリボード
（外部有識者）

AXワーキンググループ
（業務担当課、人事課、DX推進課等）

構成（令和７年３月18日設置）

• 「隗より始めよ」の精神で、庁内推進体制を整備。外部有識者の知見も活用しながら、AXを見据えた行政業
務における「AIの徹底活用」を推進

• 全庁を挙げて行政、産業・社会でのAI活用を推進

➢ 行政データを活用した生成AIシステム（※）を導入 ※検索拡張生成（RAG）機能を有する対話型生成AI

障がい福祉関係手当業務、財務会計、議会対応など、マニュアルや過去事例などの膨大なデータを
人手で参照する作業を生成AIが代替し、業務を効率化

➢ 全庁的なBPR（業務プロセス改革）の取組と並行し、AIの活用業務を拡大

令和８年度の主な取組

R8.6新設

庁内推進体制 AXアドバイザリーボード、DX推進本部AXワーキンググループを新設

AXを見据えた先進的な
活用の助言

BPRの取組と並行し、
モデル的にAI活用を試行

法令

国ドキュメント

県ドキュメント

マニュアル

過去事例
RAG

イメージ

①質問を入力

⑥回答を出力

②登録された
情報を検索

③検索結果
 データを取得

④質問＋取得
データを入力

⑤回答を生成

担当職員

LLM

ナレッジ

⑦回答の正確性・妥当性、
根拠等を確認

「隗より始めよ」の精神で、庁内推進体制を整備し、行政業務における「ＡＩの徹底活用」を推進する
とともに、
「ＡＸを見据えた先進的な活用の研究」にも着手



AX社会への転換に向け、国に期待する役割
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AX社会を前提に、社会システム・経済構造・行政運営の再設計が不可欠

基本認識

① 産業・自治体のAXを全国で進めるため、標準モデルや指針を示していただきたい

• 中小企業、自治体が個別に試行錯誤することは非効率。まず国が「基本的な実装の型」を示すことで、
地方はすぐ動ける

• 県は、モデルづくりへの協力や、地域特性に合わせた展開を図り、実装を推進する役割を担いたい

② AX社会において必要な人材像や、その育成に向けた枠組み・ルールを示していただきたい

• 高度なAI専門人材の育成に加え、現場での活用をリードする人材の育成・定着のあり方の整理が必要

• ｢N-E.X.T.ハイスクール構想｣は、地域社会・経済を支える人材育成に資する先進的取組として評価

• 国が示す考え方や枠組みを前提に、県は、AX人材の育成プロセスや現場での活躍の姿の実例づくりを
 担いたい

国への要望事項
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